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報告書概要 

with Heartプロジェクト 2023年、2024年は 2か年共通のテーマ「こえを集めて、届ける基盤

をつくる」をもとに活動した。2023年の 1年目の活動は中間報告書にまとめてあり、本報告書は

2 年目の活動と 2年を通しての成果をまとめたものである。 

（※1年目の 2023年の成果に関しては「with Heartプロジェクト 2023-24中間報告書」参照） 

プロジェクト背景と目的 

近年、病気をもつ当事者のこえを医療現場や政策決定の場に届け、医療環境を当事者と協働でつく

ることに関心が寄せられている。一方で心臓病は、様々な要因で引き起こされ、またその状況や進行

も多様なことから、同じ病名であっても心臓病をもつ人の課題は多種多様となっている。 

本プロジェクト「みんなでつくろう、これからの医療 with Heart 

プロジェクト」は、病気をもつ人のこえ（経験）を医療・社会に還

元するシステムの基盤（協働のプラットフォーム）をつくることを

目的に、2020 年 11 月にスタートした。また、以下 2 点を柱として

活動する。 

① 心臓病にかかわる様々なステークホルダーが集まる協働のプラ

ットフォームを構築する 

② プラットフォームの中核を担う、心臓病をもつ人の発掘を行

い、多様な心臓病の社会課題について理解する人を育成する 

実施概要 

2024年は「こえを集めて、届ける基盤をつくる」をテーマに、2か年計画の最終年として活動を展開

した。Heartアンバサダーと共に 11回の会議を開催し、また協賛企業との対話を通じて、当事者との相

互理解を深める取り組みも行った。 

LINE 公式アカウントの登録者は前年比 65 名増の 144 名となり、プロジェクト情報の提供と参加者拡

大に寄与した。また、オンラインイベント「心臓病の“もやもや”を語る夜」では、医療者と当事者が

“もやもや”を共有し、多くの反響を得た。 

4月には心臓病の情報サイト「Heartライブラリー」を新規に開設した。7月には新聞記者を講師に迎

えたライティング講座を実施、参加者の発信力を強化した。8月 10日の「健康ハートの日」には「わた

しのハートストーリー」のコラムを募集し、「Heartライブラリー」に掲載した。さらに、10月からは

音声配信「心つなぐラジオ」を開始したことで気軽に情報に触れられる新たな手段を提供した。 

2024年は、多様な「こえ」を収集し発信する基盤を確立することで、プロジェクトの次なるステップ

への土台を築く 1年となった。 

協働のプラットフォームのイメージ 

https://ppecc.net/wp-content/uploads/2024/02/with-Heart%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%882023%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf


 

 

 

プロジェクト成果 

 2024年は、Heartアンバサダーが昨年からの 3名に加え、新たに 1名が参加し、合計 4名で活動し

た。年間 11回の会議を行い、協賛企業との企画会議では、企業と当事者の相互理解を深める試みを実

施した。会議内では Heartアンバサダーがリーダーシップを発揮し、進行役やファシリテーターを務

めた。 

3月には「心臓病の“もやもや”を語る夜」を開催し、49名が参加した。イベントで集まった「こ

え」は Heartライブラリーに掲載し、サイトでの“もやもや”募集を通じて継続的な「こえ」を集

め、発信する仕組みを確立した。さらに、ビジネスチャットツール Slackを活用した日常的な意見交

換により、プロジェクト全体の連携を強化した。 

ライティング講座で培った執筆スキルを活かした当事者のコラムが医療従事者向けメールマガジンに

掲載されるなど、「こえ」を医療の現場に届ける取り組みも実現した。2024年は「こえ」を届ける基

盤を築き、2025年以降のさらなる発展に向けた重要な一年となった。 

 

次年度へ向けて 

主な実績 結果 

a.登録メンバー数 144 名（2023 年 12 月 31 日より 16 名増） 

b.公式 LINE 登録者数 144 名（2023 年 12 月 31 日より 65 名増） 

c.ビジネスチャットツール Slack 参加者数  29 名 

d.Heart アンバサダー会議 6 回開催（1/16、3/19、5/14、7/16、9/17、10/15） 

e.メンバー企画会議 5 回開催（2/20、4/16、6/18、8/20、11/19） 

f.Heart ライブラリー（ウェブサイト） 2024 年 4 月 25 日オープン 

g.心つなぐラジオ（音声配信） 
2024 年 10 月 7 日放送開始 （10/7、10/21、11/7、11/21、

11/5、11/18、12/2、12/16） 

h.心臓病の“もやもや”を語る夜 第一部 68 名/第二部（交流会）49 名 

i.ライティング講座 7 名 

j.健康ハートの日「わたしのハートストーリー」

コラム掲載 
6 名 



 

 

2025年は「こえを聴きあい、心をつなぐ」をテーマに、これまで共に活動してきた方々と共に一緒

に今までの活動を振り返り、5年間の活動の成果や課題を報告書としてまとめ、それぞれがその先の活

動につなげられるようにする。今までの活動を振返り、その成果や課題、そして心臓病を取り巻く課

題について社会に向けた提言をまとめる。 

 
＜プロジェクト概要＞ 

プロジェクト名 みんなでつくろうこれからの医療 with Heart プロジェクト 2023-24 

実施期間 2024 年 1 月 1 日～12 月 31 日 

主催 一般社団法人ピーペック 

後援 一般社団法人日本循環器協会、公益財団法人日本心臓財団、一般社団法人米国医療機器・IVD工業会 

協賛企業 アボットジャパン合同会社・アボットメディカルジャパン合同会社、エドワーズライフサイエンス合同会社 

日本メドトロニック株式会社、ノバルティス ファーマ株式会社、ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式

会社 （五十音順） 

賛同団体 一般社団法人心臓弁膜症ネットワーク、一般社団法人全国心臓病の子どもを守る会、特定非営利活動法人日本 ICD

の会、特定非営利活動法人日本マルファン協会、特定非営利活動法人ハートキッズ・ジャパン 特定非営利活動 

法人ハート・プラスの会、 Living With Heart （五十音順） 
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１．プロジェクト概要 

１）背景 

 

近年、病気をもつ当事者のこえを医療現場や政策決定の場に届け、医療環境を病気をもつ当事者

と協働でつくることに関心が寄せられている。2019 年 12 月に施行された「健康寿命の延伸等を図

るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本法」（以下、循環器病対策基本

法と表記）の中でも、心臓病をはじめとする循環器病対策について、医療・介護サービスを受ける

当事者の意見を反映することが求められている。医療や医療政策は、これまで医師等の医療従事者

を中心に検討・決定されてきたが、国・都道府県が設置する循環器病対策推進協議会には、医療の

受け手である心臓病をもつ当事者が委員として参画している。 

一方で心臓病は、様々な要因で引き起こされ、またその状況や進行も多様なことから、先行して

取り組まれているがん対策のように、治療の経過や医療ニーズが一様ではない。そのため、同じ病

名であっても心臓病をもつ人の課題は多種多様となっている。また希少難治性疾患のように、患者

数が少ない心臓病も存在し、心臓病領域が抱える課題や心臓病をもつ人特有のニーズが十分に理解

されているとは言い難い状況にある。 

一例として、循環器病対策推進協議会の委員として心臓病の特有の課題を理解し、自身の医療ニ

ーズや医療的な課題へ意見を言えるような当事者の存在が必要不可欠である。そのためには、基礎

的な医療や患者の権利等の知識を身につけ、当事者が自身の医療等のニーズを捉え、分かりやすく

伝えていく必要があり、心臓病の当事者リーダーの育成が求められている。 

本プロジェクトはこうした課題意識を受け、2020 年 11 月に米国に本社をおく医療機器メーカー

の業界団体である、一般社団法人米国医療機器・IVD工業会（AMDD）の後援でスタートした。 

２）目的 

 

本プロジェクトの最終的なゴールは、病気をもつ人のこえ（経験）を医療・社会に還元するシス

テムの基盤をつくり「心臓病があっても大丈夫」と言える社会を創造することである。そのため、

以下の 2点を活動目標とする。 

① 心臓病をもつ人や患者団体、医療者、医療に関係する企業等が集まり、より良い医療環境づ

くりに向けた協働のプラットフォームを構築する 

② プラットフォームの中核を担う心臓病をもつ人の発掘を行い、基礎的な医療や患者の権利等

の知識を身につけ、自身の医療ニーズを捉え、社会的課題として分かりやすく伝えられる心

臓病をもつ人またはその家族を育成する 
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協働のプラットフォームのイメージ 

３）2024 年の内容 

 

 2か年計画の 2年目である 2024年は、心臓病をもつ当事者だけでなく、心臓病に関心がある幅

広い層の小さなこえも拾い上げ、心臓病にかかわるステークホルダーで共有し、届けるべきこえ

を検討した。活動としては、「心臓病の“もやもや”を語る夜」というイベントを開催した。当

事者や当事者家族が感じる心臓病に関わる「当たり前ではあるけれどもやもやすること」を話す

ことで広く「こえ」を集めることができた。定例会議では Heartアンバサダーを中心によりよい

活動方法を一緒に検討し、協賛企業と共通のテーマを持ちテーマトークを行った。 

 ライティング講座により自分の経験を相手にわかりやすく伝えるために、当事者個々のライテ

ィングスキルの向上を目指した。8月 10日の健康ハートの日には「わたしのハートストーリー」

というテーマのもと、受講者によるコラムを心臓病の情報サイト「Heartライブラリー」に掲載す

ることができた。 

 心臓病の情報サイト「Heart ライブラリー」の開設や音声配信「心つなぐラジオ」の配信を開始

し、新しい層へのアプローチを行った。 

（※1年目の 2023年の成果に関しては「with Heartプロジェクト 2023-24中間報告書」参照） 

 

テーマ：こえを集めて、届ける基盤をつくる 

「こえ」を集めるための仕組みづくりとして以下の事業を実施した。 

 

a.定例会議の実施  

b.LINE公式アカウントでの情報発信 

c.「心臓病の“もやもや”を語る夜」開催 

d.ライティング講座開催 

e.健康ハートの日「わたしのハートストーリー」コラム掲載  

f.心臓病の情報サイト「Heart ライブラリー」開設 

g.音声配信「心つなぐラジオ」開始 

 

https://ppecc.net/wp-content/uploads/2024/02/with-Heart%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%882023%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf


 

4 

 

 

実施スケジュール 

 

４）実施期間 

 

2024年 1月 1日～12月 31日（2024年 3月 15日にキックオフイベントを開催した） 

 

５）参加対象者 

 

心臓病をもつ人・もっていた人、その家族、心臓病に関する患者会等の支援団体、協賛企業、

その他プロジェクトに興味がある人 

 

６）参加数等 

※2024年 12月 31 日時点 

主な実績 結果 

a.登録メンバー数 144 名（2023 年 12 月 31 日より 16 名増） 

b.公式 LINE 登録者数 144 名（2023 年 12 月 31 日より 65 名増） 

c.ビジネスチャットツール Slack 参加者数  29 名 

d.Heart アンバサダー会議 6 回開催（1/16、3/19、5/14、7/16、9/17、10/15） 

e.メンバー企画会議 5 回開催（2/20、4/16、6/18、8/20、11/19） 

f.Heart ライブラリー （ウェブサイト） 2024 年 4 月 25 日オープン 

g.心つなぐラジオ（音声配信） 
2024 年 10 月 7 日放送開始 （10/7、10/21、11/7、11/21、

11/5、11/18、12/2、12/16） 

h.心臓病の“もやもや”を語る夜 第一部 68 名/第二部（交流会）49 名 

i.ライティング講座 7 名 

j.健康ハートの日「わたしのハートストーリー」

コラム掲載 
6 名 
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７）実施体制 

 

２．実施詳細 

１）定例会議の実施 

 

2023年から引き続き Heart アンバサダー会議および企画会議を定例で開催した。Heartアンバ

サダー会議は 6回、企画会議は 5回、計 11回を Zoomミーティングで開催した。Heartアンバサダ

ー（候補生含む）と事務局、企画会議にはプロジェクトメンバーと協賛企業が参加した。8月には

新たな試みとして当事者と協賛企業が共通のテーマについて意見交換を行う会を開催した。 

 

 

 

主催 一般社団法人ピーペック 

後援 

 

一般社団法人日本循環器協会 

公益財団法人日本心臓財団 

一般社団法人米国医療機器・IVD工業会 

協賛企業 

（五十音順） 

アボットジャパン合同会社・アボットメディカルジャパン合同会社 

エドワーズライフサイエンス合同会社・日本メドトロニック株式会社 

ノバルティス ファーマ株式会社 

ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社 

賛同団体 

（五十音順） 

一般社団法人心臓弁膜症ネットワーク 

一般社団法人全国心臓病の子どもを守る会 

特定非営利活動法人日本 ICDの会 

特定非営利活動法人日本マルファン協会 

特定非営利活動法人ハートキッズ・ジャパン 

特定非営利活動法人ハート・プラスの会 

Living With Heart 

事務局 

桑村美奈子（一般社団法人ピーペック） 

宿野部香緒里（一般社団法人ピーペック） 

津野まき子（一般社団法人ピーペック） 

齋藤真菜（一般社団法人ピーペック） 
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開催詳細 

実施期間：2024年 1月～11月（各会議隔月開催） 

開催方法：オンライン（Zoom ミーティング） 

 

対象者： 

【Heartアンバサダー会議】Heartアンバサダー4名、候補生 2名 

【企画会議】Heartアンバサダー4名、プロジェクトメンバー、協賛企業 

 

実施内容 

 

開催日 会議名 参加人数 主な議題 

1/16（火） 第 5 回 Heartアンバサダーミーティング 4 名 3 月に開催予定のイベントについて 

2/20（火） 第 5 回 企画会議 4 名 3/15「心臓病の”もやもや”を語る夜」イベントについて 

3/19（火） 第 6 回 Heartアンバサダーミーティング 5 名 
3/15「心臓病の”もやもや”を語る夜」イベントの振り返り 

次回やってみたいイベント・企画 

4/16（火） 第 6 回 企画会議 9 名 Heart ライブラリーについて 

5/14（火） 第 7 回 Heartアンバサダーミーティング 3 名 今後の with Heartプロジェクトに関しての擦り合わせ 

6/18（火） 第 7 回 企画会議 9 名 
協賛企業ヒアリング会の報告とお礼 

7/12 ライティング講座参加者募集の協力依頼 

7/16（火） 第 8 回 Heartアンバサダーミーティング 5 名 
7/12 ライティング講座の報告と感想 

協賛企業の方と話すテーマ案 

8/20（火） 第 8 回 企画会議 11 名 
8/10 健康ハートの日コラム掲載報告 

第 1 回意見交換会 

9/17（火） 第 9 回 Heartアンバサダーミーティング 4 名 
今年度の予定 

来年度の Heartアンバサダーとプロジェクトについて 

10/15（火） 第 10回 Heart アンバサダーミーティング 5 名 

“もやもや”投稿をもっと集めるには 

“もやもや”のその後をヒアリングするアンケートについて 

2024 年プロジェクト活動報告会について 

11/19（火） 第 9 回 企画会議 10 名 

2025 年の with Heart プロジェクトの活動について 

「あなたの“もやもや”、その後いかがですか？」アンケート進捗

状況 

音声配信開始のお知らせ 

※参加人数に事務局は含まれません 
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２）LINE 公式アカウントでの情報発信 

 

2023 年 3月より、心臓病の情報や当事者のこえに触れる場として LINE公式アカウントを開設し

た。2023年 12月 11日時点の登録者数は 79名だったが、2024年 11月 25日時点では 65名増の

144 名となった。参加者のすそ野拡大を目的とし、まずは LINEに登録、LINE内 with Heartプロ

ジェクトの最新情報を得ることにより、もっと踏み込みたい、活動に参加してみたい方が次のス

テップとしてメンバー登録をしてくれる流れを作ることができた。 

概要 

実施期間：2024年 1月～ 

 登録者数：144名（2024年 11月 25日時点） 

 

配信内容 

配信日 配信内容 

1 月 23日（火） コラム紹介 

2 月 13日（火） コラム紹介 

2 月 27日（火） イベント「心臓病の“もやもや”を語る夜」参加者募集 

3 月 12日（火） 2023～2024年中間報告書紹介 

3 月 26日（火） 

イベント「心臓病の“もやもや”を語る夜」開催報告、Heart アンバサダー

会議開催報告 

4 月 9日（火） 心臓病の“もやもや”投稿募集 

4 月 23日（火） コラム紹介 

4 月 25日（木） Heartライブラリー開設報告 

5 月 7日（火） 企画会議開催報告 

5 月 21日（火） 心臓病の“もやもや”投稿紹介 

6 月 13日（木） ライティング講座参加者募集 

6 月 27日（木） 企画会議開催報告 

7 月 11日（木） 心臓病の“もやもや”投稿紹介・投稿募集 

7 月 25日（木） ライティング講座開催報告、Heartアンバサダー会議開催報告 

8 月 15日（木） 健康ハートの日コラム紹介、心臓病の“もやもや”投稿紹介・投稿募集 

8 月 29日（木） 企画会議開催報告 

9 月 12日（木） 

ピーペック両立支援イベント参加者募集、心臓病の“もやもや”投稿紹介・

投稿募集 

9 月 26日（木） Heartアンバサダー会議開催報告 

10 月 10日（木） 心つなぐラジオ紹介、心臓病の“もやもや”投稿紹介・投稿募集 

10 月 24日（木） Heartアンバサダー会議開催報告、キャリアストーリー紹介 



 

8 

 

11 月 6日（水） ピーペック「一緒にいただきますプロジェクト」アンケート紹介 

11 月 14日（木） 心つなぐラジオ紹介、心臓病の“もやもや”投稿紹介・投稿募集 

11 月 22日（金） 2024年活動報告会参加者募集 

11 月 28日（木） 企画会議開催報告、心つなぐラジオ紹介 

12 月 5日（木） 2024年活動報告会参加者募集 

12 月 12日（木） 心つなぐラジオ紹介、心臓病の“もやもや“投稿紹介・投稿募集 

12 月 26日（木） 2024年活動報告会開催報告 

 

３）「心臓病の“もやもや”を語る夜」開催 

 

心臓病に関わる当たり前ではあるけれど「もやもや」していることをテーマにイベントを開催

した。第一部では、横浜市立大学附属病院 心臓血管外科の立石実先生がご登壇。「ドクターの

“もやもや”話～医療者だって“もやもや”してるよ！～」をテーマに、医療者目線での“もや

もや”をお話しいただいた。第二部では、Heartアンバサダーの猪又竜さんの進行で、11グルー

プに分かれて心臓病に関する“もやもや”について話し合う交流会を行った。 

  

概要 

実施日：2024年 3月 15日（金） 

開催方法：オンライン（Zoom ミーティング） 

参加人数：第一部 68名/第二部（交流会）49名 

開催報告ページ：https://ppecc.net/20240315-kaisai/ 

 

イベント告知用画像           ご登壇いただいた立石実先生          

 

 

立石先生とファシリテーターのみなさん 

https://ppecc.net/20240315-kaisai/
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４）ライティング講座開催 

 

2023年に引き続き、現役の新聞記者を講師に迎え、2回目となるライティング講座を開催し

た。プログラムの前半は、講師の方から「文章には節度が必要」「自分自身の体験を大事にす

る」など文章を作成する上で大切にしたいポイントのレクチャーいただいた。後半は、参加者

がそれぞれ作成したい文章を共有し、講師の方から個別にアドバイスをいただいた。 

 

概要 

実施日：2024年 7月 12日（金） 

開催方法：オンライン（Zoom ミーティング） 

参加人数：7名 

開催報告ページ：https://ppecc.net/240712writinglecture/  

 

     当日ご参加いただいたみなさん 

イベント告知用画像       

 

５）健康ハートの日「わたしのハートストーリー」コラム掲載 

 

1985年に公益財団法人日本心臓財団が、8月 10日を語呂合わせで「健康ハートの日」と定めて

おり、この日に合わせて「わたしのハートストーリー」をテーマにコラムを with Heart プロジェ

クト公式 LINE、with Heart プロジェクトのウェブサイトで募集した。「心臓（ハート）に関わ

る、今だから話せること、聴いてほしいこと、この世に 1つしかないストーリー」についてのコ

ラムを、前述のライティング講座受講者が執筆した。提出されたコラムは 8月 2日（金）～8月

10 日（土）の期間内に心臓病の情報サイト「Heartライブラリー」に掲載した。 

概要 

開催期間：2024年 8月 2 日（金）～8月 10日（土） 

開催方法：Heartライブラリーに掲載  

コラム掲載数：6名 

 

https://ppecc.net/240712writinglecture/
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公開済みの受講者コラム： 

 

コラムタイトル URL 

わたしは誰かの心臓で生きています https://heartlibrary.ppecc.net/stories-629 

どうしよう https://heartlibrary.ppecc.net/stories-634 

ワタシを支えてくれたタイムカプセル

のハナシ 

 https://heartlibrary.ppecc.net/stories-650 

病気になったおかげで  https://heartlibrary.ppecc.net/stories-664 

成人先天性心疾患～18歳の君へ～  https://heartlibrary.ppecc.net/stories-647 

ダイエット禁止？「心臓病患者」 

ならではの私の美容術 

 https://heartlibrary.ppecc.net/stories-679 

 

        掲載したコラム           掲載したコラムの一覧ページ 

 

６）心臓病の情報サイト「Heart ライブラリー」開設と運営 

 

2024年 4月 25日に心臓病の情報サイト「Heartライブラリー」を開設した。「Heartライブラ

リー」では、心臓病に関わる経験談や就業に関わる情報、心臓病をもつ人のホンネを集めたコン

テンツ、音声配信などを発信している。 

 

コンテンツ 詳細 

心臓病のもやもや 心臓病をもつ人のホンネを集めたコンテンツ 

心臓病をもつ人の体験談・コラム 当事者や当事者に関わる方々が執筆したコラム 

心つなぐラジオ 心臓病に関わるさまざまな企業や団体、医療関

係者と社会をより深くつなげるラジオ番組（音声

配信） 

https://heartlibrary.ppecc.net/stories-629
https://heartlibrary.ppecc.net/stories-634
https://heartlibrary.ppecc.net/stories-650
https://heartlibrary.ppecc.net/stories-664
https://heartlibrary.ppecc.net/stories-647
https://heartlibrary.ppecc.net/stories-679


 

11 

 

キャリアストーリー Heartアンバサダーが運営するウェブサイト「は

とらく」とのコラボレーションコンテンツ 

 

 

Heartライブラリートップページ 

７）音声配信「心つなぐラジオ」開始 

 

「こえ」を集める手段の 1つとして 2024年 10月 7日より音声配信「心つなぐラジオ」を開始

した。現在運用中の with Heartプロジェクト公式ウェブサイト、Heartライブラリー、LINE公

式アカウントでは文字による情報を届けていたが、音声配信を行うことで通勤や家事、移動中

など何かをしながら聴ける形で情報を届けることを目指した。2025年からはゲストを招いたコ

ンテンツの制作も予定している。 

 

概要 

開催日：2024年 10月 7日（月）～ 

配信方法：stand.fm、Spotify  

配信頻度：月 2回程度※2025 年より月 1回 

配信アーカイブ：https://heartlibrary.ppecc.net/category/radio 

 

 

 

 

 

 

 

「心つなぐラジオ」ロゴ     Heartライブラリー「心つなぐラジオ」 

アーカイブページ 

https://stand.fm/
https://open.spotify.com/intl-ja
https://heartlibrary.ppecc.net/category/radio
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３．2024 年の成果 

１）2024 年の成果 

  

本プロジェクトでは様々な成果や効果が得られた。2023年で土台を作り、2024 年には土台を元

に成果に繋げることができた。2023年から続く 2か年のプロジェクトテーマ「こえを集めて、届

ける基盤をつくる」のもと、2024年の成果をまとめると以下の通りである。（※2023年の成果に

関しては「with Heartプロジェクト 2023-24中間報告書」参照） 

➢ 2024年より Heartアンバサダーが 1名増え、4名の Heartアンバサダーが活動した。また、

Heartアンバサダーとの協働により、3月 15日に開催したイベント「心臓病の”もやもや”

を語る夜」の第二部交流会（49名参加）を開催することができた。 

➢ イベント「心臓病の”もやもや”を語る夜」の交流会で出た「もやもや」の内容を元に Heart

ライブラリーでは「心臓病の”もやもや”」を掲載。引き続きサイト内で「もやもや」を募

集している。また、2023 年から開始し、2024年には 144名（※2024年 12月 31日現在）の登

録者を持つ、with Heart プロジェクト公式 LINEでも「もやもや」を募集することで「こえ」

を集める仕組みが構築できている。 

➢ 2023年 3月から運用を開始したビジネスチャットツール Slackでは 29名が参加した。2023

年は事務局からの連絡や、使い方に慣れることに比重が大きかったが、2024 年は会議以外で

もアイデアを出したり、自身の活動を共有する場として活用された。 

➢ 年間で Heartアンバサダー会議を 6回、企画会議を 5回開催し、参加メンバーの意見やアイ

デア、情報を交換した。また、企画会議内で初試みとして協賛企業と当事者が同じテーマで

話し合う意見交換会も行った。2023年から開催している企画会議では当事者と協賛企業がコ

ミュニケーションをとり、信頼関係を築くことで充実した意見交換会を開催することができ

た。 

➢ 2024年 4月 25日に開設した、心臓病の情報サイト「Heartライブラリー」は 2023年から

Heartアンバサダー会議で内容を精査し、当事者にコンテンツの内容やカテゴリーの選定など

の意見をもらい、作成をした。 

➢ Heartアンバサダーは、Heartアンバサダー会議や企画会議、with Heartプロジェクトが主催

するイベントでの進行やファシリテーターを担当し、リーダーシップの向上に励んだ。 

➢ 2024年に開催したライティング講座の参加者のコラムがアボットジャパン合同会社様の医療

従事者向けメールマガジンに掲載された。（配信数約 900通） 

 

https://ppecc.net/wp-content/uploads/2024/02/with-Heart%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%882023%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf


 

13 

 

２）2025 年に向けて 

 

2025年 12月末、with Heart プロジェクトは立ち上げから満 5年をもって活動を終了する。こ

れまでの活動の集大成であり、ラストイヤーのテーマは「こえを聴きあい、心をつなぐ」。心臓

病をもつ人、家族・患者会等支援者）、医療者、企業など、あらゆる立場の人が互いに理解し合

い、尊重し、支え合うことで「心臓病があっても大丈夫」といえる社会を目指す。 

具体的には、これまで活動してきた方々と共に、5年間の活動の成果を形として残し、それぞれ

がその先の活動につなげられるようにする。大きな成果物としては、5年間の活動を振り返り、そ

の成果や課題から見えてきたものを心臓病を取り巻く社会に向けた提言として報告書にまとめ

る。この報告書は、2025年 12月に開催予定の「活動報告会」で広く関係者に展開する予定であ

り、「活動報告会」にはメディアや行政関係者も招待する予定である。 

2025年は、with Heartプロジェクトとしての締めくくりであると同時に、新たな可能性と繋が

りを創出する重要な年でもある。この 1年を通じて、プロジェクトに関わる全ての人々が「心臓

病があっても大丈夫」と言える社会を共に築く重要な一歩とする。 

賛同団体紹介 

 

 

 

五十音順 

 

一般社団法人心臓弁膜症ネットワーク 

（HP：https://heartvalvevoice.jp/） 

 

一般社団法人全国心臓病の子どもを守る会 

（HP：https://www.heart-mamoru.jp/） 

 

特定非営利活動法人日本 ICDの会 

（HP：https://www.japan-icd.org/home/） 

 

特定非営利活動法人日本マルファン協会 

（HP：https://www.marfan.jp/） 

 

https://heartvalvevoice.jp/
https://www.heart-mamoru.jp/
https://www.japan-icd.org/home/
https://www.marfan.jp/
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Living With Heart 

（You Tube：

https://www.youtube.com/channel/UCJUEBGGECt_U1O6

fr2GBIHg/featured） 

 

特定非営利活動法人ハートキッズ・ジャパン 

（HP：https://www.heartkidsjapan.com/） 

 

特定非営利活動法人ハート・プラスの会 

（HP：https://www.normanet.ne.jp/~h-plus/） 

 

https://www.youtube.com/channel/UCJUEBGGECt_U1O6fr2GBIHg/featured
https://www.youtube.com/channel/UCJUEBGGECt_U1O6fr2GBIHg/featured
https://www.heartkidsjapan.com/
https://www.normanet.ne.jp/~h-plus/
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参加方法 

プロジェクトメンバーになるには、以下の 3種類方法があります。メンバーになっていた

だくことで、with Heart プロジェクト内コミュニティにビジネスチャットツール Slackを

使って参加することができます。 

登録メンバー 

（個人：無料） 

メンバーとして登録した方 

メンバー区分 

• ・心臓病をもつ人（当事者メンバー） 

• ・家族、患者会等の支援者（サポート 

•  メンバー） 

• ・その他関心ある方（一般メンバー） 

以下のウェブサイトから登録

ください 

https://ppecc.net/ 

 

賛同団体 

（無料） 
心臓病に関する患者会、患者支援団体 申込書等を用意しています。

事務局までお問い合わせくだ

さい。（メール：

withheart@ppecc.jp） 

協賛企業 

（協賛金：1 口 10 万円～） 
協賛金を出資いただいた企業 
 

 

＊一般公開プログラムは、メンバー以外も参加できます  

  

https://ppecc.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなでつくろう、これからの医療 
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住 所：〒157-0062 東京都世田谷区南烏山 6-33-1 サンライズプラザ 501 
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with Heart プロジェクトウェブサイト：https://ppecc.net/ 

一般社団法人ピーペックウェブサイト：https://ppecc.jp/ 
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